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劣
糸
劣
紹
介
茨
監
去
諾
詫
携
夫
去
鈴
監
詣
諜
詣
茨
珠
劣
沸
携

か
な
り
旧
聞
に
属
す
る
が
、
標
題
の
書
が
平
成
十
四
年
八
月
に
出
版

さ
れ
た
。
当
書
は
中
国
と
日
本
の
医
学
史
研
究
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

五
年
前
の
出
版
物
で
は
あ
る
が
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。

『
医
説
一
十
巻
は
中
国
南
宋
の
張
杲
（
季
明
）
が
編
纂
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
医
書
で
、
医
家
伝
や
医
書
・
医
薬
に
関
連
す
る
興
味
深
い
逸
話
等

を
内
容
別
に
出
典
も
明
示
し
て
引
用
し
て
い
る
。
現
伝
耆
に
は
二
八

九
年
の
羅
碩
（
羅
頌
と
も
）
序
が
あ
り
、
本
書
は
未
完
成
な
が
ら
張
杲

が
序
を
求
め
て
き
た
と
記
す
の
で
、
原
本
の
成
立
は
こ
の
こ
ろ
。
ま
た

一
二
二
八
年
の
諸
葛
興
賊
で
は
本
書
の
校
正
・
刊
行
を
い
う
の
で
、
こ

の
直
後
に
出
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

南
宋
版
は
不
完
全
な
が
ら
三
点
が
現
存
し
、
南
京
図
書
館
本
は
欠
葉

部
分
を
後
述
の
明
・
顧
定
芳
防
宋
版
で
補
配
、
北
京
大
学
本
は
当
南
宋

版
木
に
よ
る
元
印
で
欠
葉
部
分
を
抄
配
、
日
本
の
宮
内
庁
書
陵
部
本

（
多
紀
氏
聿
修
堂
旧
蔵
）
は
巻
九
・
十
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
同
一

版
本
で
、
一
二
二
八
年
の
版
本
と
さ
れ
る
。
明
代
に
は
一
五
四
三
年
序

の
部
初
正
校
刊
本
、
一
五
四
四
年
顧
定
芳
序
の
佑
宋
刊
本
、
一
五
四
六

年
序
の
涛
藩
刊
本
、
一
六
○
九
年
の
張
尭
直
重
刊
本
な
ど
が
あ
り
、
清

代
に
も
復
刻
が
重
ね
ら
れ
た
。
朝
鮮
で
は
溶
藩
本
に
基
づ
く
一
五
六
○

福
田
安
典
編
著

「
伝
承
文
学
資
料
集
成
第
二
一
輯
医
説
』

年
の
活
字
本
が
あ
る
。
本
書
は
明
代
で
反
響
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、

命
弁
の
『
続
医
説
』
（
一
五
二
二
自
序
）
や
周
恭
の
『
医
説
続
編
』
二

五
六
九
序
刊
）
が
あ
り
、
『
続
医
説
』
は
朝
鮮
で
も
恐
ら
く
一
五
六
○

年
こ
ろ
に
活
字
で
復
刻
さ
れ
た
。

日
本
で
は
一
本
草
色
葉
抄
』
（
一
二
八
四
成
）
を
編
纂
し
た
惟
宗
具
俊

の
「
医
談
抄
一
に
『
医
説
』
が
多
数
引
用
さ
れ
る
（
美
濃
部
重
克
ほ
か

編
著
『
伝
承
文
学
資
料
集
成
第
二
二
輯
医
談
抄
』
、
三
弥
井
書
店
、
平

成
十
八
年
）
の
で
、
一
二
二
八
年
の
南
宋
版
が
伝
わ
っ
た
影
響
と
い
え

る
。
標
題
の
当
書
が
「
伝
承
文
学
資
料
集
成
第
二
一
輯
」
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
の
は
、
「
第
二
二
輯
医
談
抄
」
の
刊
行
と
関
連
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
な
お
江
戸
時
代
で
は
、
一
六
五
九
年
に
「
医
説
一
と
「
続
医
説
』

が
合
刻
さ
れ
、
「
続
医
説
』
は
一
七
六
三
年
に
も
再
印
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
当
書
は
京
大
富
士
川
文
庫
所
蔵
の
一
六
五
九
年
和
刻
本
を
底
本

と
し
、
そ
の
書
き
入
れ
を
含
め
て
福
田
安
典
氏
が
克
明
に
翻
字
し
て
い

る
。
当
書
に
後
付
の
福
田
氏
解
題
に
よ
る
と
、
あ
え
て
和
刻
本
を
底
本

と
し
た
の
は
小
島
尚
質
（
学
古
・
宝
素
。
一
七
九
七
～
一
八
四
八
）
ら

に
よ
る
校
合
の
書
き
入
れ
が
あ
る
た
め
と
い
う
。
無
論
そ
れ
で
大
き
な

問
題
は
な
い
が
、
ど
う
も
底
本
と
し
た
和
刻
本
は
小
島
尚
質
の
手
沢
本

や
旧
蔵
本
と
考
え
ら
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
底
本
は
巻
一
末
尾
に
「
天
保
壬
辰
二
八
三
二
）
孟
冬
、

与
井
上
延
明
・
小
島
学
古
・
伴
子
安
、
据
溶
・
朝
二
本
校
了
。
信
恵
記
」
、

巻
十
末
尾
に
「
天
保
癸
巳
二
八
三
三
）
仲
春
廿
五
日
、
据
藩
・
朝
二

本
、
与
小
島
学
古
・
井
上
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
小
島

学
古
や
井
上
延
明
ら
と
校
合
し
た
と
書
き
入
れ
る
「
信
惠
」
な
る
人
物
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は
分
か
ら
な
い
。
一
方
、
底
本
末
尾
に
は
「
玄
盟
子
句
」
の
書
き
込
み

が
あ
る
、
と
解
題
に
記
さ
れ
る
。
玄
忠
は
奈
須
恒
徳
（
一
七
七
四
１
一

八
四
二
の
こ
と
で
、
そ
の
子
は
信
厚
（
徳
）
と
い
う
。
す
る
と
信

「
恵
」
な
る
人
物
は
文
字
の
似
る
奈
須
信
「
惠
」
だ
ろ
う
。
ま
た
底
本

の
目
録
末
尾
に
は
「
朝
鮮
本
家
大
人
曽
据
此
本
墨
校
、
記
以
韓
字
。

今
復
朱
筆
再
校
」
と
あ
る
の
で
、
底
本
に
墨
校
し
た
「
家
大
人
」
は
奈

須
恒
徳
、
さ
ら
に
朱
筆
で
再
校
し
た
の
は
奈
須
信
恵
と
推
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
当
耆
の
底
本
と
さ
れ
た
富
士
川
文
庫
本
の
書
き
入
れ
は
、
奈

須
恒
徳
・
信
恵
の
父
子
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
当
書
は
底
本
の
蔵
印
記

ま
で
翻
字
し
て
い
な
い
の
で
不
詳
だ
が
、
も
し
奈
須
恒
徳
の
「
久
昌

院
／
蔵
書
」
が
あ
れ
ば
奈
須
恒
徳
・
信
凛
の
旧
蔵
に
相
違
な
い
。

奈
須
恒
徳
は
『
本
朝
医
談
」
二
八
二
二
刊
）
を
著
し
、
続
編
の

『
本
朝
医
談
二
篇
』
（
一
八
三
○
刊
）
に
は
小
島
尚
質
が
賊
を
記
し
て
お

り
、
恒
徳
と
尚
質
に
は
親
交
が
あ
っ
た
。
恒
徳
・
信
惠
が
小
島
尚
質
や

井
上
延
明
ら
と
一
緒
に
医
書
校
合
を
当
時
よ
く
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、

後
述
の
台
北
・
故
宮
博
物
院
所
蔵
本
に
あ
る
尚
質
の
書
き
入
れ
等
よ
り

分
か
る
。
と
も
あ
れ
底
本
が
恒
徳
・
信
惠
の
書
き
入
れ
本
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
校
合
に
小
島
尚
質
が
参
与
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ

つ
（
》
Ｃ

尚
質
の
学
問
は
森
鴎
外
の
『
小
島
宝
素
』
伝
で
片
鱗
を
う
か
が
え
る

が
、
善
本
漢
籍
解
題
言
の
『
経
籍
訪
古
志
」
に
あ
る
海
保
元
備
や
渋
江

抽
斎
・
森
立
之
の
序
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
書
誌
鑑
定
と
校
勘
の
学
に

秀
で
て
い
た
。
の
み
な
ら
ず
、
医
薬
害
で
は
多
紀
家
に
つ
ぐ
大
蔵
書
家

で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
幕
府
医
官
を
任
じ
た
小
島
尚
質
・
尚
真
・
尚
綱

の
父
子
三
代
が
収
蔵
し
た
古
典
籍
の
大
多
数
は
、
尚
綱
の
没
年
に
来
日

し
た
清
国
大
使
館
づ
き
の
楊
守
敬
が
購
入
し
、
守
敬
旧
蔵
書
の
主
要
部

分
は
台
北
の
故
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
。
評
者
は
台
北
故
宮
の
小
島
家
旧
蔵

古
医
籍
の
全
調
査
を
完
了
し
、
そ
の
精
綴
な
校
勘
と
鑑
識
眼
に
深
い
感

銘
を
う
け
た
。

た
と
え
ば
台
北
故
宮
に
は
尚
質
手
沢
本
の
一
医
説
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
顧
定
芳
防
宋
本
を
模
写
し
た
上
で
、
部
初
正
本
か
ら
顧
遂
と
羅
預
の

序
を
転
録
し
、
「
此
の
二
序
、
小
字
嘉
靖
本
の
載
せ
る
所
也
。
今
ま
此

の
本
の
首
に
冠
す
る
は
嘉
靖
二
本
の
源
流
、
自
か
ら
異
な
る
を
別
つ
所

以
也
。
坊
刻
の
羅
序
は
文
字
に
異
有
り
、
而
し
て
此
れ
則
ち
祖
本
た
る

耳
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
が
小
字
嘉
靖
本
と
称
す
る
都
初

正
本
は
顧
定
芳
本
と
別
系
統
で
、
坊
〈
和
）
刻
本
は
顧
定
芳
本
の
系
統

と
判
断
し
て
い
た
。
内
閣
文
庫
に
は
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
の
尚

質
手
賊
本
「
医
説
」
写
本
が
あ
り
、
底
本
は
顧
遂
校
訂
の
鄙
初
正
本
な

の
で
、
や
は
り
台
北
故
宮
の
顧
定
芳
本
の
模
写
と
近
い
時
期
に
筆
写
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
版
本
の
系
統
を
判
断
す
る
根
拠
と
な
っ
た

校
勘
作
業
の
経
緯
が
、
今
回
翻
字
さ
れ
た
和
刻
本
に
あ
る
書
き
入
れ
か

ら
分
か
る
の
で
あ
る
。

尚
質
は
俵
宋
学
人
と
自
称
し
た
よ
う
に
宋
版
の
重
要
性
を
認
め
、
そ

の
旧
姿
を
校
勘
で
復
原
す
る
こ
と
に
精
力
を
傾
け
て
い
た
。
「
医
説
」

は
多
紀
氏
の
聿
修
堂
に
宋
版
が
あ
る
も
の
の
、
巻
一
～
八
が
欠
落
し
て

い
た
。
ま
た
明
の
翻
刻
版
に
も
版
式
や
文
字
で
優
劣
が
混
在
し
て
い
る
。

『
経
籍
訪
古
志
」
と
小
島
尚
真
の
『
医
籍
著
録
」
に
よ
る
と
、
顧
本
は

版
式
・
字
体
が
防
宋
で
は
あ
る
が
、
文
字
に
問
題
が
あ
る
。
張
尭
直
本
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は
顧
本
に
基
づ
き
、
版
式
を
改
め
て
い
る
も
の
の
文
字
は
顧
本
よ
り
宋

版
の
旧
を
保
存
し
て
い
る
。
和
刻
版
は
こ
の
張
本
に
基
づ
く
。
都
初
正

本
は
版
式
に
未
の
旧
は
な
い
が
、
文
字
は
顧
本
よ
り
優
れ
て
い
る
。
溶

藩
本
は
諸
版
と
別
系
統
の
文
字
で
何
に
基
づ
く
か
不
詳
だ
が
、
未
の
避

諄
ら
し
き
文
字
と
諸
葛
興
の
校
正
ら
し
い
増
補
が
項
目
に
あ
り
、
朝
鮮

本
は
こ
の
溶
藩
本
に
す
べ
て
基
づ
く
。
以
上
か
ら
す
る
と
、
理
想
論
は

宋
版
系
の
顧
本
を
底
本
と
し
、
そ
の
文
字
を
別
系
の
溶
藩
本
で
第
一
に

校
勘
し
、
第
二
に
同
系
の
張
本
と
都
本
で
校
勘
す
る
と
、
宋
版
の
旧
姿

が
浮
か
び
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
富
士
川
文
庫
の
和
刻
本
に
あ
る
書

き
入
れ
は
、
こ
の
第
一
段
階
の
作
業
に
該
当
す
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
彼
ら
は
一
八
三
二
年
冬
か
ら
一
八
三
三
年
春
に
か
け
て
の

校
勘
で
、
校
異
を
書
き
込
む
底
本
に
和
刻
本
を
使
用
し
た
。
そ
れ
は
宋

版
↓
顧
本
↓
張
本
↓
和
刻
本
と
い
う
復
刻
関
係
に
つ
き
、
宋
版
系
の

和
刻
本
を
選
択
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
復
刻
関
係
が
分
か
っ
た

の
は
後
の
こ
と
で
あ
る
。
和
刻
本
の
底
本
と
な
っ
た
張
本
は
京
都
の
高

階
家
の
所
蔵
で
、
そ
の
存
在
が
江
戸
医
学
館
の
学
者
ら
に
知
ら
れ
た
の

は
、
尚
質
ら
が
天
保
十
三
二
八
四
二
）
年
秋
に
上
洛
し
て
行
っ
た
蔵

書
調
査
に
よ
っ
て
だ
っ
た
（
『
河
清
寓
記
乞
。
ま
た
尚
質
が
都
本
を
写

し
た
の
は
一
八
四
四
年
、
顧
本
も
同
時
期
の
模
写
ら
し
い
の
で
、
一
八

三
二
年
冬
段
階
で
は
「
藩
・
朝
二
本
」
で
校
勘
し
た
結
果
を
書
き
込
む

の
に
和
刻
本
を
使
用
す
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

小
島
旧
蔵
書
に
あ
る
書
き
入
れ
か
ら
想
像
す
る
に
、
小
島
父
子
や
友

人
が
回
り
持
ち
で
主
催
し
た
同
読
や
校
読
と
い
う
校
勘
の
会
は
、
ふ
つ

う
以
下
の
よ
う
な
形
式
だ
っ
た
ら
し
い
。
参
加
者
は
各
々
あ
る
版
本
を

担
当
す
る
。
そ
し
て
誰
か
が
主
底
本
の
原
文
を
頭
か
ら
音
読
し
、
こ
れ

と
違
う
文
字
が
別
本
に
あ
る
と
担
当
者
が
指
摘
、
そ
れ
を
「
○
字
某

本
作
△
字
」
の
よ
う
に
主
底
本
に
耆
き
入
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
入
手
が
比

較
的
容
易
で
、
書
き
入
れ
し
て
も
問
題
の
な
い
和
刻
本
を
主
底
本
と
し
、

溶
藩
本
で
校
勘
し
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
溶
藩
本
と
版
式
ま
で
一
致
す
る

朝
鮮
本
も
併
用
し
た
の
は
、
両
本
が
必
ず
し
も
親
子
関
係
で
は
な
く
、

あ
る
祖
本
か
ら
個
々
に
派
生
し
た
兄
弟
関
係
で
あ
る
可
能
性
も
疑
っ
て

い
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
校
勘
を
行
っ
た
結
果
、
朝
鮮
本
は
藩

藩
本
に
す
べ
て
基
づ
く
親
子
関
係
と
い
う
『
医
籍
著
録
』
と
『
訪
古
志
』

の
判
断
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
底
本
の
和
刻
本
に
対
し
、
そ
の
ル
ー
ツ
た
る
顧
本
、
さ
ら
に

顧
本
よ
り
文
字
が
優
れ
る
と
さ
れ
る
張
本
や
鄙
本
で
第
二
段
階
の
校
勘

を
彼
ら
が
し
た
か
ど
う
か
。
そ
れ
を
伝
え
る
史
料
等
の
存
在
は
管
見
の

範
囲
に
な
い
。
し
か
し
現
在
で
は
、
顧
本
が
台
北
・
新
文
豊
出
版
公
司

か
ら
一
九
八
一
年
に
影
印
出
版
き
れ
た
。
ま
た
顧
本
で
補
配
し
た
宋
版

の
一
九
三
三
年
影
印
本
が
和
刻
『
続
医
説
』
と
と
も
に
、
一
九
八
四
年

に
上
海
科
学
技
術
出
版
社
か
ら
再
影
印
出
版
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
両

影
印
本
と
当
書
を
校
異
す
る
な
ら
ば
、
宋
版
の
旧
姿
を
相
当
正
確
に
求

め
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
以
上
は
当
書
の
解
題
「
一
、
諸
本
と
底
本
」

に
い
さ
さ
か
問
題
を
感
じ
た
の
で
、
紹
介
者
の
卑
見
も
交
え
て
贄
言
を

述
べ
た
。

当
耆
の
解
題
ヨ
医
説
』
の
享
受
と
展
開
」
で
は
日
本
に
及
ぼ
し
た

本
書
の
影
響
を
、
浅
井
了
意
の
『
伽
脾
子
』
に
お
け
る
説
話
形
成
や
、

平
賀
源
内
の
浄
瑠
璃
作
品
「
神
霊
矢
口
渡
」
な
ど
を
挙
例
し
て
述
べ
る
。
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〔
三
弥
井
書
店
、
東
京
都
港
区
三
田
三
’
二
’
三
九
、
Ａ
五
判
、
総

三
九
○
頁
、
二
○
○
二
年
八
月
二
十
三
日
第
一
刷
発
行
、
定
価
九
○

○
○
円
（
税
別
）
〕

こ
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
「
医
説
」
が
受
容
さ

れ
、
医
学
・
文
学
や
関
連
領
域
に
ま
で
及
ぼ
し
た
影
響
は
相
当
に
大
き

い
。
ま
た
江
戸
後
期
に
な
る
と
小
島
尚
質
や
奈
須
恒
徳
ら
に
よ
り
、
本

書
の
詳
細
な
校
勘
研
究
も
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
従
来
の
医
史
学

研
究
で
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
分
野
お
よ
び
視
点
と
い
っ
て
い
い
。

当
書
は
そ
う
し
た
様
子
を
伝
え
る
た
め
に
、
奈
須
恒
徳
ら
に
よ
る
書

き
入
れ
を
含
め
、
和
刻
本
の
訓
点
や
送
り
仮
名
ま
で
を
克
明
に
翻
字
し

て
い
る
。
そ
の
労
は
賞
賛
に
値
す
る
。
当
害
の
刊
行
に
よ
り
ユ
ニ
ー
ク

な
中
国
医
史
に
富
み
、
ま
た
日
本
医
史
に
も
関
連
す
る
本
書
が
、
今
後

は
容
易
に
研
究
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
書
が
日
本
の
伝
承
文

学
資
料
集
成
の
一
環
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
お
よ
そ
斯
界

で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
五
年
前
の
出
版
に
対
し
て
遅

き
に
失
し
た
誹
り
を
免
れ
得
な
い
が
、
当
書
の
価
値
か
ら
あ
え
て
紹
介

に
取
り
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。

（
真
柳
誠
）

本
書
は
中
国
の
妊
娠
・
胎
発
生
論
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で

中
村
禎
里
著

「
中
国
に
お
け
る
妊
娠
・
胎
発
生
論
の
歴
史
』

あ
る
。
構
成
は
「
第
一
章
戦
国
時
代
秦
漢
代
」
「
第
二
章
六
朝
晴

唐
代
」
「
第
三
章
五
代
宋
金
元
代
」
「
第
四
章
明
清
代
」
「
終
章
」
、

付
論
と
し
て
イ
ン
ド
の
仏
教
経
典
に
お
け
る
受
胎
・
胎
児
発
育
論
に
つ

い
て
述
べ
て
お
り
、
「
第
一
章
受
胎
と
識
・
中
有
」
「
第
二
章
胎
児

の
発
生
」
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
を
開
く
と
ま
ず
、
妊
娠
に
つ
い
て
扱
っ
た
書
の
多
さ
に
驚
く
。

果
た
し
て
目
に
見
え
な
い
胎
児
の
成
長
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
そ
の
疑
問
に
最
初
に
答
え
て
く
れ
る
の
が
、
第
一
章
の

「
戦
国
時
代
秦
漢
代
」
で
あ
る
。
本
章
は
当
時
の
気
の
観
念
を
中
心
と

し
た
生
命
発
生
論
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
「
胎
産
書
』
『
管
子
』
の
胎

発
生
論
に
も
触
れ
て
い
る
。
『
胎
産
書
」
の
胎
発
生
論
は
、
妊
娠
期
間

の
十
ヶ
月
を
各
月
ご
と
に
記
し
て
い
る
。
記
述
は
詳
細
で
、
血
・
筋
・

骨
と
い
っ
た
身
体
器
官
が
い
つ
で
き
る
の
か
も
書
か
れ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
実
際
の
発
育
過
程
と
は
異
な
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
当
時
の
人
々
の

思
考
が
読
み
取
れ
る
と
も
言
え
よ
う
。
第
二
章
か
ら
も
時
代
ご
と
に
胎

発
育
説
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
お
よ
そ
の
胎
発
育
説
は
『
胎
産
書
』

か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
「
胎
産
書
』
の

記
述
は
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
各
耆
成
立

当
時
の
思
想
、
社
会
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
発
展
・
変
化
を
遂
げ
て

い
く
。
六
朝
晴
唐
代
成
立
の
各
書
に
出
現
し
た
胎
発
生
論
は
道
教
経
典

の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
や
、
『
素
問
』
『
霊
枢
』
の
影
響
を
受
け
て

い
る
も
の
な
ど
様
々
で
、
お
互
い
が
関
連
し
あ
う
部
分
も
あ
る
と
い
う
。

ま
た
晴
代
成
立
と
さ
れ
る
『
五
臓
論
」
に
は
、
流
産
・
堕
胎
に
よ
る
胎

観
察
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
出
現
し
て
い
る
。
第
三
章
で
述


